	学校名
	学校
	担当者氏名
	
	管理職名
	



人権教育主任の年間取組ＰＤＣＡアクションシート
	項目
	
	Ｐ

（今年度の計画）
	Ｄ
	Ｃ
	Ａ

（取組の改善策）
	目指す姿

	
	学校の取組
	
	
	
	
	

	
	人権教育主任の動き
	
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記載上の留意点　
・「項目」　　…　前年度のアクションシートのＡの記載事項を基に、今年度、集中的に取り組みたいことを、３、４枚目の「学校の取組例」の項目からひとつ選び記入してください。
・「目指す姿」…　「項目」について、学校、生徒、教職員や人権教育主任（担当者）が、今年度末にどのように変化しているか、目指す姿を記入してください。

・「Ｐ」　　　…　「項目」について、「目指す姿」を実現するための取組を記入してください。

　・「Ｄ」　　　…　「Ｐ」に沿って実践した取組を記入してください。

・「Ｃ」　　　…　今年度の取組について、人権教育推進委員会等で協議し、成果と課題を記入してください。

・「Ａ」　　　…　１２月の人権教育主任研修の場で記入します。
※学校経営計画との関連を意識し、管理職や人権教育推進委員と共有のうえ、記入してください。
人権教育主任の年間取組ＰＤＣＡアクションシート（記載例）
	項目
	
	Ｐ

（今年度の計画）
	Ｄ
	Ｃ
	Ａ

（取組の改善策）
	目指す姿

	人　権　学　習
	学校の取組
	①教科等の特性を活かし、児童生徒が主体的に学習できるような内容や方法で人権学習を実施する。
②「人権が尊重された学校づくりのためのチェックリスト」（教職員対象）や「人権教育アンケート」（児童生徒対象）を活用し、取組を検証する。
	①各学年で人権課題ごとに資料や指導案の収集を行った。
①年間２回の公開授業で、児童生徒が主体的に学習できるような内容や方法で、全教職員が人権学習に取り組んだ。

②教職員と児童生徒にアンケートを実施し、取組を検証した。
	

	
	①全教職員が教科等の特性を活かし、児童生徒が主体的に学習できるような内容や方法で人権学習が実施できている。

②前年度のアンケート結果と比較して、児童生徒の人権課題への理解が高まっている。

	
	人権教育主任の動き
	①人権課題ごとに資料や指導案の収集を呼び掛ける。
①校内研修を実施する。
①人権に関する校外の研修を紹介する。
②教職員と児童生徒対象のアンケートを作成し、取組を定期的に検証する会を設定する。
	①収集した資料を教職員がいつでも使えるよう、整理・保存した。

①人権学習の実践方法を検討し、改善するための校内研修を企画、実施した。

①人権教育セミナーやスキルアップの研修を教員に紹介し、分担して参加する体制をつくった。
②年間スケジュールに、学期ごとのアンケートの実施と、検証する会を位置付け、サイクル化した。
	

	
	①教職員の人権課題への理解を深めるために、参考になる資料や情報を提供できる。
②取組、検証、改善の効果について理解し、説明することができる。


　　　　　　
学校の取組例　
	項　目
	　　Ｐ（今年度の計画）

	人権学習

	〇教職員で年間指導計画について共通理解を図り取り組む。
〇教科等における個別の人権課題に関連した学習に取り組む。
〇年間指導計画に位置付けて系統的な学習を行う。
・人権について児童生徒が主体的に学習できるような内容や方法を取り入れる。
〇教職員間で人権感覚を身につけるための学習内容や方法について検討し実践する。
〇教職員間で授業内容や方法等について検討する機会を計画し、各学年で指導案を作成し、取り組む。
・地域の方や関係機関の方をゲストティーチャーとして招き、生き方や人権に対する考え方を学ぶ。
・児童生徒が主体的に他者とも協力し合えるための体験的な学習活動を取り入れる。
・校区にある様々な施設を訪問し、交流を深める。
〇児童生徒と保護者・地域の人々が一緒になって人権学習に取り組む。
・学級経営や生徒指導のハンドブックを活用し、教職員で取り組む内容を抜粋し、実施する。

	教職員
・
ＰＴＡ
研修

	〇人権教育の年間計画に基づき、校内研修を行う。
・児童生徒の実態を把握したうえで、その課題解決に向けた研修を行う。
〇子どもの捉え方や関わり方及び自尊感情を育むための研修を行い、実践する。
・教職員や保護者の人権感覚を高めるための主体的・実践的な研修を実施する。
〇人権課題への理解を深め、学習の充実に向けた研修を実施する。
・校内で研究授業を実施し、授業者だけではなく教職員全体の力量を高める。
・発達障害等のある子どもの特性に応じた指導の充実に向けた研修と情報共有を行う。
・校外の研修・研究に参加した成果を、他の教員に伝える機会を設定する。
・ＰＴＡ研修を実施し、保護者への啓発を進める。


	推進体制の整備
	〇教育活動全体を通じた人権教育を推進するための企画や実践について意見交換し、共通認識を持つ場を設定する。
・人権が尊重された学校経営や学級経営、生徒指導や学習指導の充実を図る。
〇人権教育全体計画・年間指導計画に基づいた取組を行い、PDCAサイクルによる検証・改善を進める。
〇一人一人の児童生徒の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実を図る。
・児童生徒の問題行動等の未然防止、早期発見・対応を図るため、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと連携した組織をつくる。
〇人権教育推進委員会（人権部等）を中心に人権教育の企画・運営を行い、教職員で取り組む体制をつくる。
〇いじめや不登校など児童生徒の人権に関わる問題について、チーム学校としての対応ができる体制づくりを行う。
・個人情報の保護について教職員間の共通理解を図る。
・保護者や地域、児童生徒の声を学校経営に生かすための場を設定する。
・学校の取組が家庭や地域に「見える」ように情報を発信し、それぞれが協力して人権教育が取り組める体制づくりを行う。

	環境
づくり
・
その他
	〇児童生徒が主体的に人権を意識した取組ができるように、市町村内や近隣の学校と児童会・生徒会交流集会等を実施し、児童会（生徒会）活動を活性化する。
・よりよい人間関係を築くために教職員間、教職員と児童生徒間であいさつをする。
・児童生徒を一人の人間として尊重し、「さん」付けで呼ぶ。
〇職員会や学年会で個人の意見を自由に発言でき、聞いてもらえる雰囲気をつくる。
・悩みがあるとき、相談できる同僚や管理職の体制をつくる。
・人権への配慮に欠けた言動に気づいたとき、教職員間で指摘し合うことができる。
・人権感覚を高めるため、掲示物などへの配慮や工夫を行う。
・施設・設備について日常的に点検や管理を行う。学校のバリアフリーに配慮する。
・保護者や地域と連携し、学校内外の安全管理を行う。
・日々の児童生徒の様子や活動などを便り等で発信するとともに、保護者や地域の声を受け止める双方向の関係をつくる。
・学校行事等、学校の教育活動に保護者の参画する場を設定する。
・保護者が児童生徒のことを相談できる雰囲気をつくる。
・人権教育をすすめるため、学校間（同校種・異校種）や関係機関との連携の場を設定する。
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左のＤ（取組）を行った結果の成果と課題を記入


着目したアンケートの数値を比較し、成果と課題を記入








左のＣ（成果と課題）を教職員で共有し、次年度の方向性を検討し、記入





左のＤ（取組）を行った結果の成果と課題を記入





左のＣ（成果と課題）を管理職と共有し、人権教育主任としての次年度の方向性を検討し、記入





〇…重点的な取組








